
第１回中国四国胸部放射線研究会世話人会議事録 

 

 

日時：平成 29 年 10 月 7 日（土） 13:00～13:50 

場所：広島県医師会館 301 会議室 

  

出席者： 

・代表世話人：粟井 和夫（議長） 

・世話人：伊東 克能、加藤 勝也、山上 卓士 

・実務世話人：坂根 寛晃、新家 崇義、谷本 大吾、夕永 裕士、中村 恩、宇山 直人、 

室田 真希子、濱田 典彦、田中 伸幸 

・共催会社：第一三共株式会社 

 

１．代表世話人挨拶 

・広島大学 粟井和夫先生よりご挨拶いただいた。 

・中国四国胸部画像カンファレンスの発展的解消、および、中国四国胸部放射線研究会を立ち上げる 

ことを確認した。 

 

２．世話人の確認について 

・10 月１日付けで伊東克能先生が山口大学教授に就任され、世話人をお願いすることを確認した。 

・川崎医科大学（画像診断 1）の世話人は、新教授就任次第、世話人をお願いすることで了承された。 

 

３．規約の確認について 

   ・規約について、正式に決定することで了承された。 

   ・事務局について、広島大学の呼称の変更により、“広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 放射線診 

断学”と記載を変更することを確認した。 

   ・監事は川崎医科大学（画像診断 2） 加藤勝也先生にお願いすることで了承された。 

   ・会員は原則として日本医学放射線学会会員であるが、ホームページの会員登録は他科の医師でも構 

わないこと、その場合、研究会参加時に会費 2,000 円を徴収することで了承された。 

   ・今回の世話人会は、13 名と過半数の出席を確保しているため会が成立していることを確認した。 

 

４．今後の会の運営について 

・来年以降、会の趣旨に賛同する会社と共催する場合がある。 

その際、特別講演（共催会社の製品に関係ある演題）を行うことを確認した。 

・会の構成として、特別講演 1題、教育講演 1題、症例検討数題とし、教育講演は、会員相互の研究内 

容を知り、中国四国地区の研究を活発化するために、原則、会員が行うことを確認した。 

・当番世話人、事務局の役割を以下のとおり分担することを確認した。 

 当番世話人：特別講演・教育講演・出題解答大学・病理コメンテーターの選定、演題募集、 

開催会場・日程の選定、世話人会の招集・出欠確認 

 事務局：ホームページ管理（会員名簿管理）、研究会時のホームページへの画像・抄録のアップ、 

参加費管理 

   ・原則的にプログラム、事前抄録、症例画像、解答ファイルの閲覧等はホームページを通じて行うことを 

確認した。 



   ・出題者は、事前抄録と画像（DICOM）を DVD あるいは CDの形式で当番世話人を経由して事務局と 

解答者に送付することで了承された（事務局にてマニュアル作成予定）。 

   ・病理標本は必要に応じて会員-病理コメンテーター間で直接やりとりをすることを確認した。 

   ・病理に関するスライドは、病理コメンテーターより発表し、解答者と見解の差異が生じた場合のみ、解 

答者からも発表することで了承された。 

   ・症例検討の発表順は、解答者(症例提示＋診断予想)→出題者（解説のみ）→病理コメンテーターとす 

るが、今回研究会の流れを勘案して検討する。 

   ・画像をクラウドにアップする期間は、研究会前後 2週間（計 4 週間）で了承された。 

   ・研究会発表 PPT は半永久的に視聴できるようにホームページに搭載することになった。 

   ・若手放射線科医の研究会への参加促進のため、今後も各世話人につき 1 名ずつ共催会社が交通費 

を負担することで了承された。 

    ・当番世話人の順番は以下のとおりで了承された。 

     広島大学⇒川崎医科大学（画像診断 2）⇒香川大学⇒鳥取大学⇒徳島大学⇒岡山大学 

     ⇒愛媛大学⇒島根大学⇒高知大学⇒川崎医科大学（画像診断１）⇒山口大学 

   ・中国地方大学が当番幹事となった際の開催会場（広島、岡山）は、当番幹事が決定する。 

   ・症例検討の座長は実務世話人が行い、特別・教育講演の座長は世話人が行うことを原則とするが、当 

番世話人に一任することで了承された。 

 

５．会計について 

   ・会費の使途について、ホームページ運営費、クラウド使用料、公印作成費等に使用することで了承さ 

れた。 

・第一三共株式会社が負担している第 1回の費用について以下のとおり確認した。 

講師謝金：特別講演、教育講演、病理コメンテーター 

交通費：特別講師、世話人、実務世話人、病理コメンテーター、世話人指名の若手 1名 

会場費：研究会場、世話人会場、講師控室 

その他諸経費 

・今回事務局が負担した費用も含めた支出額について確認した。 

ホームページ作成費用、ナディアクラウド使用料、公印作成費用、通信印刷費 

 

６．本日の研究会について 

・広島大学 坂根寛晃先生より、会の内容について紹介いただいた。 

 

７．第 2 回中国四国胸部放射線研究会の概要について 

・次回研究会を以下の内容で開催することで了承された。 

次回当番世話人：川崎医科大学（画像診断 2） 加藤勝也先生 

開催場所：岡山 

開催日：10～11 月で、加藤勝也先生一任のもと、メールにて日程を決定する 

 

8．その他 

   ・専門医のクレジットについて、来年以降専門医制度が固まり次第、事務局から申請を行うことを確認し 

た。 

    ・研究会後の開催報告は、胸部放射線研究会の富山代表幹事と検討する。 

以上 


